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農務課　Л23Д6195　Я23Д8970

3月7日㈯
9時30分～12時30分
道の駅「藤川宿」
地元産のとげなし美茄子（ビーナス）の即売　※無くなり次第終了
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申込ホームページ
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У?QURUWAシンポジウム

まちづくり推進課　Л23Д7421
Я23Д7967

Ψ 3月14日㈯　14時～16時（13時
30分開場）

Б 図書館交流プラザ
Φ QURUWA戦略10周年の節目

に、これまでを振り返り、これか
らを考える。

Ж 右のコードで。詳しくは、市ホー
ムページで。

У?人権を理解する作品コンクール
　優秀作品展

防犯交通安全課　Л23Д6493
Я23Д6626

Ψ 3月19日㈭～24日㈫　9時～21時
（初日は12時から。最終日は16
時まで）

Б 図書館交流プラザ2階ギャラリー
Φ 小中学生の優秀作品（ポスター・

書道・標語）を展示。詳しくは、
岡崎人権擁護委員協議会事務局

（Л52Д6415）へ。

У?伊賀川フォト散策

環境保全課　Л23Д6207
Я23Д6536

Ψ 4月3日㈮　10時～11時30分
（雨天中止）

Б 図書館交流プラザ西側ストリート
広場集合

Φ ウォーキング、写真コンテストの
作品撮影

Ч カメラ（スマートフォン可）
Ж 当日集合場所へ。

У?岡崎市地域公共交通計画の
　改訂に関する意見交換会

地域創生課　Л23Д6486
Я23Д6698

Ψ ①3月12日㈭②3月17日㈫③3月
24日㈫　18時30分～20時30分

Б ①西部地域交流センター②地域交
流センター六ツ美分館③額田セン
ター

Φ 地域別に今後の公共交通のあり方
など、市民の考えを把握するため、
意見交換を行います。未実施の学
区については来月以降実施します。

Θ ①矢作、矢作北②六ツ美、六ツ美
北③河合・額田中学校区

　 在住のかた
Ж 当日会場へ。

У?ことばの教室・イタリア語

りぶら国際交流センター
Л23Д3148　Я23Д3125

Ψ 3月29日㈰　14時～16時
Б 図書館交流プラザ
Λ 24人（先着）
Ж 3月8日㈰から電話で。

У?国際交流協会（OIA）
　外国語会話講座

多様性社会推進課　Л23Д6644
Я23Д6626

Ψ 5月7日㈭～令和9年3月31日㈬
（20～30回程度）

Б せきれいホール
Φ 会話講座：英語、イタリア語、ベ

トナム語、中国語、ポルトガル
語、フランス語

Θ 高校生以上各10人～18人（抽選）
Ъ 36,000円（別途テキスト代。

OIA会員は27,000円）
Ж 詳しくは、国際交流協会ホーム

ページまたは多様性社会推進課
（東庁舎2階）、りぶら国際交流
センター、せきれいホールにある
チラシで。3月16日㈪必着

Event & Lectures

催し・講座
Event & Lectures

催し・講座

●催し・講座…P23
●募　集………P25
●暮らし………P26
●相　談………P29

お知らせ
市政だよりでは要点のみを掲載しています。
詳しい内容は、各担当課・各施設・ホームページなどでご確認ください。

●マーク説明 ：日時 ：場所 ：内容 ：講師 ：対象
：定員 ：費用 ：持ち物 ：申込方法

Ψ Б Φ Γ Θ
Λ Ъ Ч Ж
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岡崎市長　内田  康宏

岡崎再生

「岡崎に生まれて

　　本当に良かった！」

そう思えるまちづくりを

Mayor’s C
olumn

　令和8年4月1日㈬から、自転車の違反に交通反則通告制度、いわゆる「青切符」が適用
されるようになります。自転車も、自動車やバイクと同じ「車両」ということを改めて認識
し、これまで以上に交通ルールを守った運転が求められます。主な違反行為や交通ルールなど、
この制度について紹介した動画を作成しましたので、ぜひご覧ください。
　自転車に乗る際はヘルメットの着用に努めることとされていますが、万が一の事故からみ
なさまの大切な命を守るため、ぜひ着用をお願いします。本市では、児童・生徒と高齢者を
対象にヘルメット購入費の一部を補助していますので、この機会にぜひご活用ください。 
　自転車は通勤や通学をはじめ、私たちの身近な移動手段です。手軽で便利な乗り物である
からこそ、交通ルールを守り、安全に利用することが重要です。自転車に乗る一人ひとりが
交通ルールとマナーを再確認し、お互いを思いやる運転を心がけましょう。市民のみなさま
と、安心・安全に暮らせる岡崎市を共に築いてまいりたいと思います。

※詳細は、12ページをご覧ください。

お互いを思いやる安全運転を 動画は
こちらから

地域と歩む、安全安心なまちづくり

◆むつながっくぼうさいぼうはんきょうかいれんごうかい

六名学区防災防犯協会連合会　

　地域住民の安全に長年貢献し、昨年11月に、令和7年
安全安心なまちづくり関係功労者表彰内閣総理大臣賞を
受賞したのは、岡崎市六名学区の住民で構成されている
六名学区防災防犯協会連合会の皆さんです。
　同会は昭和23年に発足。活動が本格化したきっかけ
は、会長の長坂秀

ひで

志
し

さんが地域の防犯環境に課題を感じ
たことです。当初は、総代として町内会で呼びかけてい
た自主防犯活動でしたが、長坂さんが六名学区総代会長
になったことで学区全域での取り組みへと広がっていき
ました。
　同会が特に力を入れているのは子どもの安全確保です。
通学路での見守り活動、防犯カメラ・ガードレールの設
置、小学生対象の防犯講話などを行っています。さら
に、同会独自の取り組みとして、空き巣対策の補助錠や
詐欺被害防止機能付き電話機の購入費補助制度を運用

し、身近な防犯対策に注力し
ています。これにより、愛知県
全体で詐欺被害が頻発する中、
六名学区では令和6年に固定
電話に対する特殊詐欺認知件
数ゼロという成果を挙げました。

　こうした取り組みの根底にあるのは、「安全があって初
めて安心を得ることができる」という長坂さんの揺るぎ
ない信念です。元々防犯の知識がなかったという長坂さ
んですが、「情報は待っていても来ない。自らが求めな
ければ」という思いで、誰よりも熱心に情報収集に努
め、「学区内で1件でも被害が出れば、それは自分たち
学区の課題」と捉え、再発防止に全力を尽くします。
　しかし、活動を進めるうえで最も難しいのは、「住民
のかたに、防犯対策を自分事として捉えてもらうこと」
だと話します。人は関心がなければ何事にも気づくこと
ができません。だからこそ、身近に起こりうる事例を具
体的に挙げながら啓発し、住民が対策につながる行動を
とるための「きっかけ」を提供すべく学区の住民に防犯
活動を呼びかけ続けています。「気づくきっかけは提供
できるが、最終的に行動するのは住民自身」。この長坂
さんの言葉には、一人ひとりの主体的な行動を促す強い
メッセージが込められています。
　長年の活動は、地域住民の意識を着実に変えつつあり
ます。六名学区防災防犯協会連合会は、これからも地域
住民とともに、より安全で安心なまちづくりを推進して
いくでしょう。

令和７年安全安心なまちづくり関係功労者表彰内閣総理大臣賞受賞

Story
わたし物語

▲防犯講話の様子
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https://www.youtube.com/watch?v=HbiMlcmpKaE



